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1 事業の概要と内容

・代表取締役　金井　邦剛

・常務取締役　石黒　浩二

TEL（0564）54-2123　　FAX（0564）54-2126

・環境管理責任者

・担当者

連絡先

1,000万円 売上高

本社  中間処理場 事務部門

床面積

保管面積

保管容積

58㎡ 967㎡

188.30㎡

180.56㎥

事業所名

代表者名

株式会社　ハヤブサ環境サービス

代表取締役　金井　邦剛

本社　愛知県岡崎市在家町字向前田37

所在地 中間処理場　愛知県岡崎市在家町字向前田36

　平成14年5月　　（創業年月：昭和52年11月）

従業員数

設立年月

　事務部門　愛知県岡崎市真宮町3番地12

事業内容

産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業（中間処理）

一般廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃棄物収集運搬業、

解体工事業、廃基盤等買取、産廃コンサルティング

事業所

資本金 27,583万円（2021年度）

20名

事業年度 会計年度：8月～翌7月（ただし各種環境負荷データの収集・整理は4月～3月）

59.2㎡

株式会社　ハヤブサ環境サービス
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1 事業の概要と内容

産業廃棄物処理量 2022年8月～2023年1月

一般廃棄物収集運搬量 t t

産業廃棄物収集運搬量 t t

（内、特別管理産業廃棄物収集運搬量） t t

産業廃棄物中間処理量 t t

中間処理方式　（処理工程図は次頁）

・選別　81.6m3/日　（10.2m3/時間）

・粉砕　　廃プラスチック類 　1.6t/ 日　 紙くず　1.28t/日

木くず　1.92t/日 繊維くず　1.2t/日

金属くず　8.32t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず　6.96t/日

積み替え保管施設

・面積　967m2　　保管上限　52.3m3

収集運搬者の種類

キャブオーバー 2 台 （最大積載重量 2.0  2.5  6.4 t)

脱着装置付きコンテナー専用車 4 台 （最大積載重量 3.9  6.0  7.1  t）

バン 2 台 （最大積載重量 700  350 kg）

処分場重機の種類

油圧ショベル 1 台

フォークリフト 1 台

2120.55

試行期間

2021年度分

85.69

2478.13

1.65

190.6

5,374.11

1.23

4519.24

株式会社　ハヤブサ環境サービス 2



1 事業の概要と内容
処理工程図

自

社

運

搬

及

び

持

ち

込

み

受

入

・

貯

留

・

保

管

選

別

機

破

砕

機

各

品

目

ご

と

に

保

管

廃プラスチック

紙くず

木くず

繊維くず

金属くず

がれき類

最終処分場

二次中間処理

再生施施設

売却

ガラ陶

株式会社ハヤブサ環境サービス 中間処理場
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1 事業の概要と内容（許可関係①）
許可の取得状況

一般廃棄物収集運搬業（豊田市、安城市）

産業廃棄物収集運搬業（岡崎市、愛知県、岐阜県、三重県、静岡県、長野県）

特別管理産業廃棄物収集運搬業（愛知県）

産業廃棄物処分業（岡崎市）

土木工事一式

建設業許可番号　愛知県知事　許可（般-27）第46206号

許可建設業の種類　解体工事業

許可の期限

平成30年7月5日 令和5年7月4日表1

＊許可品目：引火性廃油や腐食性産廃など109品目

岡崎市 第10520033167号

許可登録番号 許可品目 許可年月日

許可登録番号 許可品目 許可年月日 許可の期限

愛知県 第02350033167号 ＊ 令和1年11月19日 令和6年11月18日

静岡県 第02201033167号 表1 平成30年11月25日 令和5年11月25日

三重県 第02400033167号 表1 平成30年9月4日 令和5年9月4日

岡崎市 第10510033167号 表1 令和2年8月16日 令和7年8月15日

令和1年10月3日 令和6年10月2日

令和2年8月16日 令和7年8月15日

令和4年3月26日 令和9年3月25日

許可の期限

令和6年3月31日

令和5年10月31日

許可の期限許可登録番号

第02300033167号

第02100033167号

許可品目 許可年月日

表1

表1

表1

許可登録番号

第10046号

31ご推第16－30号

令和4年4月1日

許可品目

令和3年11月1日

許可年月日

一般廃棄物収集運搬業

一般廃棄物収集運搬業

岐阜県

長野県

岡崎市

安城市

第2009033167号

愛知県

株式会社　ハヤブサ環境サービス ４



1 事業の概要と内容（許可関係②）
表1　産業廃棄物収集運搬　許可品目

● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

＊〇は積み替え保管あり

表2　産業廃棄物処分　許可品目

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

＊〇は選別・破砕　●は選別のみ
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2 対象範囲

認証登録範囲

　株式会社　ハヤブサ環境サービス

　住所　愛知県岡崎市在家町字向前田37

　本社、中間処理場　　全組織・全活動

事業活動

　産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業（中間処理）

　一般廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃棄物収集運搬業、

　解体工事業、廃基盤等買取、産廃コンサルティング

環境経営レポート

対象期間

次回の環境経営レ

ポートの対象期間
2023年4月～2024年3月

発行日

2022年8月～2023年1月

2023年4月20日

株式会社　ハヤブサ環境サービス 6



3 環境経営方針

環境理念

行動指針

1 企業活動を行うに当たり、当社に適用される環境関連法規を順守します。

２．」次の事項について重要事項として取り組みます。

① 節電・エコドライブの推進に努め、二酸化炭素排出量を削減します。

② 節水に努め水の使用量削減に努めます。

③ 廃棄物のリサイクル率向上に務めます。

④ 積極的に設備周辺の清掃活動をして環境保全に努めます。

３． 本方針を全社員に周知すると共に環境取組の状況を公表し、環境経営システムの

継続的な改善を進めます。

制定：令和4年8月1日

株式会社ハヤブサ環境サービス

代表取締役 金井　邦剛

株式会社ハヤブサ環境サービスは、当社の理念でもある総合的な環境サー

ビスをお客様に提供することを目指していますが、その中でまず自社におけ

る環境への取組を見直し、環境経営システムを構築・運用・維持すること

により、よりよい環境サービスを提供できる企業経営を目指します。

株式会社　ハヤブサ環境サービス 7



4 1．環境目標（年度/短、中期目標） 作成日：2022年8月1日

-3%

2021年度を基準に2022年度から2024年度の目標は以下の通りとする。なお各年度は4月～翌3月。

取り組み項目 単位
基準年度

2021年度
2022年度 2023年度 2024年度

削減率 ％ ━ －1％ -2%

29.323

二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素総排出量 ㎏-CO2 136,630 135,264 133,897 132,531

対処理量比・原単位 ㎏-CO2/ｔ 30.230 29.928 29.625

8,042

電気使用量　 kWh 16,336 16,173 16,009 15,846

ガソリン使用量 ℓ 8,291 8,208 8,125

571

軽油使用量 ℓ 42,237 41,815 41,392 40,970

灯油使用量 ℓ 588 582 577

廃棄物削減

産業廃棄物　中間処理総量 t 4,519 実績値把握

85

産業廃棄物　リサイクル率 ％ 85.1% 80%以上

水使用量の削減

水使用量 m3 88 87 86

地域住民からの苦情ゼロ

苦情件数 件 0 0

＊産業廃棄物のリサイクル率は（中間処理総量ー埋め立て廃棄物量）／中間処理総量で求めた。

＊化学物質は使用していない。

社会貢献

処理場周辺清掃奉仕活動 年2回以上

＊電力の排出係数は2018年度中部電力の調整後係数　0.426 kgCO2 /kWhとした。

株式会社　ハヤブサ環境サービス
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4 2．環境目標（試行・運用期間2022年8月～1月）
作成日：2022年8月1日

削減率 ％

試行期間は2022年8月～2023年1月（2022年度）とし、比較基準は2021年8月～2022年1月（2021年度）とする

取り組み項目 単位

対処理量比・原単位 kg-CO2/ｔ

二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素総排出量 ㎏-CO2

ガソリン使用量 ℓ 4,182 4140

電気使用量　 kWh 8,369 8,285

灯油使用量 ℓ 409 405

軽油使用量 ℓ 21,563 21,348

廃棄物削減

産業廃棄物　中間処理総量 t 2,449 実績値把握

水使用量 m3 44 43

産業廃棄物　リサイクル率 ％

水使用量の削減

87% 80％以上

苦情件数 件 0 0

＊産業廃棄物のリサイクル率は（中間処理総量ー埋め立て廃棄物量）／中間処理総量で求めた。

＊化学物質は使用していない。

基準年

2021年（8月～1月）

━

試行・運用期間

2022年（8月～1月）

-1%

69,921

28.549

69,221

28.264

社会貢献

処理場周辺清掃奉仕活動 年1回以上

＊電力の排出係数は2018年度中部電力の調整後係数　0.426 kgCO2 /kWhとした。

地域住民からの苦情ゼロ

株式会社　ハヤブサ環境サービス 9



5 実施体制

環境経営システムの役割と責任

・ 環境経営に関する統括責任

・ 環境経営方針の策定

・ 環境管理責任者の任命、環境活動に必要な資源の確保

・

・ 環境経営レポートの確認と承認

・ 環境経営システムの構築及び運用管理

・ 環境活動計画の策定と実行、運営の管理

・ 外部からの苦情・要望への対応

・ 環境経営レポートの作成と代表者への報告

・ 環境方針、環境目標を理解し、環境への取組みの重要性を自覚し実践

・ 自主的、積極的に環境活動へ参画

従業員

金井　邦剛

環境管理責任者

金井　邦剛（兼務）

産廃部

環境経営システム全体の評価と見直し

エコアクション21事務局

常務取締役　石黒浩二

総務部営業部解体工事部

収集運搬課 中間処理課

作成日：2022年8月1日

代表者

代表取締役

代表者/

環境管理責任者

事務局

株式会社　ハヤブサ環境サービス
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6 環境活動・取組内容と計画 作成日：2022年8月1日

2022年8月～2023年1月

電力使用による二酸化炭素排出量の削減

・ 設備から運転の抑制 〇

・ 不要照明の消灯 〇 〇

・ エアコンの設定温度（冷房27℃、暖房20℃） 〇 〇

・

・

・

・

化石燃料使用等による二酸化炭素排出量の削減

・ エコドライブの推進 〇 〇

・ 定期的な車両の整備 〇 〇

・ 燃料使用量の把握 〇 〇

一般廃棄物の削減

・ 私的廃棄物の持ち帰りの徹底 〇 〇

・ 事務用紙の再利用 〇 〇

産業廃棄物の削減

・ 廃棄物分別の徹底 〇

・ リサイクル率の向上 〇

節水

・ 節水の呼びかけ 〇 〇

・ 洗車や散水時の節約 〇

地域住民からの苦情ゼロ

・ 騒音対策の実施 〇

・ 粉塵対策の実施 〇

社会貢献

・ 処理場の清掃活動を実施 〇 〇

・ 環境関連寄附の検討 〇 〇

〇：対象部門

年1回廃棄物の実績値を前年度と比較し評

価する。各部の管理責任者はその結果を踏

まえ従業員に取組の再確認と徹底を促す。

年1回廃棄物の実績値を前年度と比較し評

価する。廃棄物処理部、解体事業部の管理

責任者はその結果を踏まえ従業員に取組の

再確認と徹底を促す。

年1回水使用量の実績値を前年度と比較し

評価する。各部の管理責任者はその結果を

踏まえ従業員に取組の再確認と徹底を促

す。

周辺状況の確認

地域貢献を常に意識し定期的な地域貢献活

動に取り組む。

各車両毎に6か月ごとに燃料使用量の実績

値を前年度と比較し評価する。各部の管理

責任者はその結果を踏まえ従業員に取組の

再確認と徹底を促す。

取組項目
産廃部・

解体工事部

営業部・総

務部
取組内容と計画

「必要、不必要のメリハリ」を意識し行動

を徹底する。

6か月ごとに電力使用量の実績値前年度と

比較し評価する。各部の管理責任者はその

結果を踏まえ従業員に取組の再確認と徹底

を促す。

株式会社　ハヤブサ環境サービス
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7 環境目標（試行運用期間）に対する実績と評価

86%

99%

95%

80%

87%

103%

87%

105%

109%

試行期間は2022年8月～2023年1月（2022年度）とし、比較基準は2021年8月～2022年1月（2021年度）とする

取り組み項目

単位
基準年度

2021年度

目標値

'2022年度

実績値

2022年度
基準比 評価

2021年8月から

2022年1月
2022年8月から2023年1月

削減率 ％ ━ -1%

△

二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素総排出量 ㎏-CO2 69,921 69,221 60,362 〇

対産廃処理総量比・原単位 ㎏-CO2/t 28.549 28.264 28.465

〇

電気使用量　 kWh 8,369 8,285 7,966 〇

ガソリン使用量 ℓ 4,182 4,140 3,365

×

軽油使用量 ℓ 21,563 21,348 18,646 〇

灯油使用量 ℓ 409 405 424

〇

廃棄物削減

産業廃棄物　処理総量 t 2,449 2,425 2,121 〇

産業廃棄物　リサイクル率 ％ 87% 80％以上 84%

水使用量の削減

水使用量 m3 44 43 48 ×

地域住民からの苦情ゼロ

苦情件数 件 0 0 0 〇

＊電力の排出係数は2018年度中部電力の調整後係数　0.426 kgCO2 /kWhとした。

＊産業廃棄物のリサイクル率は（総中間処理量ー埋め立て廃棄物量）／総中間処理量から求めた。

＊化学物質は使用していない。

社会貢献

処理場周辺清掃奉仕活動 年３回以上 1 1 1 △

株式会社　企業処理サービス 11



8 環境活動、取組内容の結果と評価、並びに次年度の計画

評価　◎十分出来た　○ほぼ出来た　△不十分 確認日：2023年4月20日

電力使用による二酸化炭素排出量の削減

・ 設備から運転の抑制 〇

・ 不要照明の消灯 △ 〇

・ エアコンの設定温度（冷房27℃、暖房20℃） △ 〇

変更せず、次年度も継続する。

化石燃料使用等による二酸化炭素排出量の削減

・ エコドライブの推進 〇 〇

・ 定期的な車両の整備 〇 〇

・ 燃料使用量の把握 △ △

変更せず、次年度も継続する。

一般廃棄物の削減

・ 私的廃棄物の持ち帰りの徹底 〇 〇

・ 事務用紙の再利用 〇 〇

産業廃棄物の削減

・ 廃棄物分別の徹底 〇

・ リサイクル率の向上 〇

節水

・ 節水の呼びかけ 〇 〇

・ 洗車や散水時の節約 △

地域住民からの苦情ゼロ

・ 騒音対策の実施 〇

・ 粉塵対策の実施 〇

社会貢献

・ 処理場周辺清掃奉仕活動 〇 〇

・ 環境関連寄附の検討 〇 〇

次年度の環境目標は　4.1　環境目標（中期目標）に記載。

今回の取り組みを継続する。

今回の取り組みを継続する。

今回の取り組みを継続する。

省エネタイプの車両への入れ替えは2023年度を予

定している。

目標値の見直し

今回の取り組みを継続する。

廃棄物の複雑化については適宜従業員に周知・指

導をしていく。

今回の取り組みを継続する。産業廃棄物は実績値

を継続的に記録し、その都度目標値の設定など行

うようにする。

今回の取り組みを継続する。特に洗車に関しては

洗車方法を見直してみる。

目標値の見直し

取組項目
産廃部・

解体工事部

営業部・総

務部
取組内容の結果と次年度計画

今回の取り組みを継続する。非稼働時の電源OFF

を徹底する。また不要照明の消灯などはさらに気

を付けて行っていきたい。またエアコンは定期的

に清掃して無駄な電力消費削減を目指したい。

株式会社　ハヤブサ環境サービス
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9 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

遵守確認：2023年4月20日 石黒　浩二

○

○

○

○

○

〇

〇

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

○

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、ありませんでした。

第10条 保守点検及び清掃の実施

第11条 定期検査（毎年1回の法定検査）の実施

家電リサクル法

（エアコン、テレビ、冷

蔵庫、洗濯機）

第6条 特定家庭用機器廃棄物の排出時、収集・運搬又は再商品化等をする者に引渡し、必要な料金を支払う。

○

第16条 空調室外機の簡易点検、定期点検(7.5kW以上）の実施と記録

フ

ロ

ン

フロン排出抑制法（フロ

ン類の使用の合化及び管

理の適正化に関する法

律）

第4条
排出事業者は、特定製品が廃棄される場合にフロン類の適正処理に必要な措置を講じなければならない

（廃棄時、フロン類回収業者へ引き渡し実施）

第5,6,7条 消費者、事業者は分別して排出。市町村は分別して収集し認定事業者へ引き渡す

リ

サ

イ

ク

ル

危

険

物

消防法 第10条 指定数量未満（0.2以上1.0未満）の少量危険物の貯蔵及び取り扱いの基準の遵守

建設リサイクル法
対象工事受注者は、分解解体などに伴って生じた特定建設資材廃棄物（コンクリート、木材など）につい

て、再資源化すること。
第6,9条

小型家電リサイクル法

（携帯端末、デジカメ、

パソコン、ゲーム機等）

○

第4,6条 規制基準の遵守、振動特定施設の有無確認と届出

水質汚濁防止法 第14条 事故時の応急処置と処置概要の行政への届出

下水道法

騒

音

振

動

騒音規制法 第4,6条 規制基準の遵守、騒音特定施設の有無確認と届出

振動規制法

第12条 事故時の措置（事故の届け出と必要な措置）

浄化槽法

○

第14条 産業廃棄物処理業、収集運搬業の許可、更新の届け出

第15条 処理施設設置の届け出

第12条

第8条

廃

棄

物

愛知県、廃棄物の適正な

処理の促進に関する条例

最終処理施設の視察の実施

県外産業廃棄物の県内搬入の届出

県外産業廃棄物の県内搬入状況の報告

第7条

第8条

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律

第3条

産業廃棄物保管基準の遵守（掲示板含む）

運搬・処分を委託する場合産業廃棄物管理票（マニフェスト伝票）を交付する。

前年度のマニフェストの交付状況（産業廃棄物管理票交付状況報告書）を岡崎市に報告する（毎年6月30日

迄）。

事業活動に伴つて生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理しなければならない。

区分
関連法規制等

条項の内容
適合

状況
法規制名 主な条項

株式会社　ハヤブサ環境サービス
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10 代表者による全体の評価と見直し・指示

　　　作成日：2023年4月20日　　　保管期間：5年間

取組項目別の評価とコメント

1 環境目標とその達成状況 2021年度を基準に取組む。

・ 未達成項目有（灯油、水使用量など）

・ 設定に問題 有 ・ 無 （毎月の個別案件ごとの実績値の記録を継続し必要に応じ見直す）

2 環境活動計画の実施状況

・ 取組に問題 有 ・ 無

・ 次年度の取組 継続

3 環境関連法規の見直し・遵守状況

・ 見直し 有 ・ 無

・ 遵守状況 良好

代表者による変更の必要性の判断・指示 代表者　金井　邦剛　　　記載日：2023年4月20日

総論

評価結果

1 環境経営システム 有効に機能している ・ 機能していない

2 環境への取組 ・ 一部適切ではない

変更判断・指示

1 環境方針の変更 有 ・ 無 2 環境目標の変更 （2022年度以降の目標を今回設定）

3 活動計画の変更 有 ・ 無 4 実施体制の変更 有 ・ 無

コメント

継続的な改善に注力し、必要に応じ臨機応変に対応する。

環境管理責任者への指示

CO２総非出量は基準の2021年度に比べ削減できた。しかし売上高が減少したことや短期間での実績値によるものであって、まだ

取組み自体が本当に適切であるかはまだ判断しかねる。今後の継続的な活動によって内容と活動を改めて考える必要がある。

目標に対する実績値の達成度を確認し、次に向けての改善対応を確実に打てるよう各取組を定着させてください。

定期的に従業員に会議などで伝達を行って環境負荷活動を定着させるように心がけてください。PDCAをうまく回して

ください。

適切

環境負荷の低減活動を日常業務として落とし込めるようにしてください。ムダ、ムリ、ムラの削減を通じ作業効率の

向上を目指し、個々の従業員に対して適切な指導をするようにしてください。

株式会社　ハヤブサ環境サービス
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